
いわき志塾に参加して

滝 若菜

これからいわき志塾についての発表をはじめます。
いわき志塾とは、中学生を対象とした未来のリーダーを育成する

ためのプログラムです。年に９回、国内の企業のトップの方やプロ
スポーツ選手など、各分野の第一線で活躍している方々を講師とし
て招き、グループでのワークショップを通して、その哲学や人間力、
生き方に触れ、夢の実現のために今何をすべきか、自らの生き方に
ついて考えます。
私は今まで、医療、法律、スポーツの３つをテーマにしたいわき

志塾に参加しました。医療では、慶応大学で企業や行政機関を対象
とした人材育成・研修・健康管理などを行う坪井先生と、放射線医
学研究所で放射線検出器の開発を担当する稲玉先生のお話を聞きま
した。坪井先生は、健康を考える社会の仕組みを作る職業について
います。仕事に行き詰ったときは、自由な発想を生かし、自分の直
感を信じて切り抜けるそうです。私はこの話を聞いて部活や勉強に
追われる私たち中学生の生活にも通じるものがあると感じました。
法律では、いわき簡易裁判所で書記官をされている佐藤先生のお

話を聞きました。佐藤先生は、裁判をする上で、「適正・迅速な裁
判」を心がけているそうです。書記官というと裁判の記録をとるだ
けと考える人もいるかもしれません。でも実は、裁判官を助ける重
要な役割を果たしているのです。
スポーツでは、星稜高校野球部の名誉監督であり、ジャイアンツ

やメジャーリーグで活躍した松井秀喜選手を育てた山下先生のお話
を聞きました。山下先生は、日本一のチームを育てたいと思って監
督になったそうです。練習は毎日命がけで、生徒との真剣勝負です。
どんなことでもナンバーワンを目指していました。一生懸命で本気
でやる。人より努力する。そして、「ありがとう」をたくさん言っ
て、感謝する心が強いほどチームが強くなる。高校野球で日本を変
えたい。世界に通用する若者を育てたいという気持ちでいたそうで
す。
私は、このいわき志塾に参加してわかったことがあります。医療

や法律、スポーツなどさまざまな分野で活躍されている方々は、み
んなそれぞれに大きな夢を持ち、その実現のために日々努力を重ね
ていることです。私も卓球を一生懸命に練習して、県大会や東北大
会に出場したいです。いわき志塾は、私にこれから生きる目標を与
えてくれました。先生方への感謝の気持ちを忘れず、夢を実現した
いと思います。
磐崎中学校の生徒の皆さん、来年もこのいわき志塾が開催されま

す。私たちと一緒に将来の生き方について学んでいきましょう。ご
清聴ありがとうございました。


